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ジード大学の誌、尿器科名誉教授の Dr. Pyrahによ担書かれた本書は長年の経
験にうらうちされた腎結在記関する小さな百科辞典的な感じの単行本である。 す
なわち， 第 1章の結石の疫学にはじまり尿路結石に関してほとんどすべての項巨
を網羅している。 したがって， 一冊手もとに置き，何か調べたいときに読めばき
わめて鏡科であろう。普通の教科書記はあまり記載されていないような事項もく
わしく説明されている。たとえば， 第 3章には海錦腎 (medullarysponge kid-
ney，MSK)について詳わしい説明があ!J， 特激的なレントゲン写真も搭載され
ている。 MS互の診新は腎杯先端部のブドウ房状の造影剤の貯留と， 辻、結石の存
在により下されるが，日常の診療でも*，J新にまようことがある。本書では MSK
と鑑足立すべき疾患として上皮小体機能元進痘， 腎長完結管性酸血症，結核， 腎乳頭
壊死，慢性糸球体腎炎でミルクとアノレカヲを大量飲用した場合， さらに， 腎杯の
嚢撞または態室， 嚢脂性腎孟および尿管炎， 腎孟腎炎による嚢麹形成をあげ，そ
れぞれの鑑別点を説明している。 このように， すべての面で実諜的なことがよく
書いてある。
本書の highlightとも云うべき腎・尿管結石の保存的治療法(第 12章)，
腎・尿管結五の手徳療法(第 13章)のところでも具体的記実地に役立つように書
かれている。 たとえば， 尿管結五の自恭排出ほどの位の大きさのものまで期待で
きるかについては単に径0.5cm以下のものは保存療誌でゆくとだけ述べるのでは
なく，いくつかの文献を引用し， 自殺伊jもあげて， どの笹の大きさで宗管のどの
部詮にあるものは何弘位排石するというふうに具体的に記述されている。 手術療
法についても詳しく書かれている。
著者は諾、尿器外科医であるが，護霊安代謝〈第7章)，過カルシウム尿症(第8
章)，尿酸代謝(第15章)，チスチン尿症(第 16章)についても詑較的くわしく書
かれている。 チスチン京症における代欝異需に関しては考えの変遷まで書かれて
いる。 この点に関しては，その時点で、の最新の概念を前面に出し， 古い説につい
ては， 参考謹度にとどめる方がよいのかもしれない。 チスチン尿症の薬物療法の
ところでD-penicillamineについて辻述べられている。 penicillamineはチスチ
ンの韻駆体のチステインと結合し水に易容性の disul五decomplexをつくり宗中
チスチン量を減少させる。しかし，これと民様のメカニズムで効果を発罪するが，
副作用の少ない Tiopronin(Thiola)については言及されていない。 Thiolaの有
効性が報告されてからすで記 10年以上が経過してお安，本邦で辻本薬剤がチスチ
ン結五の薬物療法の中心となっているので，この点は残念である。
本書は実際的なことを中心に書いてあるので， 結石の或医に関する理論や結石
形成を抑制する物質の性質についてあまり記載がないのは当然と云えば当然で島
るが， 一寸さびしい気がしないでもない。 また，最新の腎結五研究の成果が入っ
ていないのは， 書いてから出版されるまでに時間がかかる単行本の性質上やむを
得ないことであろう。本書は骨組みがしっか予していて，結石という広い分野を
網羅しており， 議床的に書かれているので非常に役立つものと思われる。 さらに
高度のこと，新しいことは雑誌な孔他の本を参考にすれば良いであろう。
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